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次回の定例会日程は、12月５日～19日（一般質問　11日・12日・13日）の予定です。

〈
質
問
〉

　

土
浦
産
業
技
術
学
院
に
つ
い
て
、

平
成
三
年
に
質
問
し
た
当
時
は
、

「
市
の
広
報
紙
に
お
い
て
、
単
な
る

お
知
ら
せ
記
事
で
は
な
い
Ｐ
Ｒ
も

考
え
て
い
く
。
若
者
に
対
し
て
職

業
を
与
え
る
場
所
と
し
て
、
す
ば

ら
し
い
成
績
を
収
め
て
お
り
、
市

と
し
て
も
十
分
連
携
を
と
り
、
若

年
層
の
就
労
の
場
確
保
に
向
け

や
っ
て
い
き
た
い
」
と
の
答
弁
で

あ
っ
た
。
そ
の
後
具
体
的
に
ど
う

い
う
成
果
を
上
げ
て
い
る
か
、
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
る
か
伺
う
。

〈
産
業
部
長
〉

　

土
浦
産
業
技
術
学
院
は
職
業
に

必
要
な
能
力
の
開
発
、
向
上
の
支

援
等
を
行
い
、
職
業
の
安
定
と
地

位
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
産

業
界
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
設
置
さ
れ
、
県
内
に
優
秀

な
技
術
労
働
者
を
多
数
供
給
し
て

い
る
。
主
な
事
業
内
容
は
、
新
規

学
卒
者
訓
練
、
離
転
職
者
訓
練
、

在
職
者
訓
練
、
或
い
は
、
地
域
・

企
業
が
行
う
教
育
訓
練
へ
の
相
談
・

助
言
な
ど
の
職
業
開
発
援
助
事
業

等
を
実
施
し
、
就
職
率
は
ほ
ぼ
百

パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
前
回
の
答

弁
後
の
対
策
と
し
て
は
、
広
報
つ

ち
う
ら
へ
の
学
院
生
募
集
・
講
座

の
お
知
ら
せ
等
を
継
続
し
て
実
施

す
る
と
と
も
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
・

商
工
会
議
所
な
ど
で
組
織
し
て
い

る
茨
城
県
南
地
域
求
職
活
動
援
助

推
進
会
議
、
土
浦
地
区
雇
用
対
策

協
議
会
等
の
席
上
で
学
院
に
関
す

る
情
報
の
提
供
を
行
っ
て
お
り
、

今
後
に
お
い
て
も
、
学
院
と
の
連

携
強
化
を
図
り
な
が
ら
、
一
層
の

周
知
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　
（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

一　

新
合
併
特
例
法
に
基
づ
く
土

浦
市
の
合
併
構
想
に
つ
い
て

二　

産
廃
不
法
投
棄
や
無
許
可
埋

め
立
て
な
ど
の
状
況
と
対
策
に

つ
い
て

竹内　　裕　議員

県
立
土
浦
産
業
技
術
専
門
学

院
の
連
携
で
労
働
力
確
保
を

目
的
と
し
た
活
用
に
つ
い
て

戦
争
を
ど
う
語
り
継
ぐ
か福田　一夫　議員

〈
質
問
〉

　

太
平
洋
戦
争
後
六
十
年
を
経

て
、
先
生
方
も
戦
後
世
代
と
な
っ

た
。
子
ど
も
た
ち
に
太
平
洋
戦
争
、

そ
の
結
果
を
知
識
と
し
て
身
に
付

け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
。
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
が

戦
争
を
知
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
に

戦
争
を
ど
う
教
え
、
ど
う
語
り
継

ぐ
べ
き
か
、
考
え
を
伺
う
。
ま
た
、

市
民
の
戦
争
体
験
を
語
り
継
ぐ
た

め
に
何
か
形
の
あ
る
も
の
は
で
き

な
い
か
伺
う
。

〈
市
長
〉

　

本
市
で
は
、
昭
和
六
十
三
年
に

非
核
平
和
都
市
を
宣
言
し
、
非
核

平
和
パ
ネ
ル
展
の
開
催
や
、
毎
年

広
島
市
で
行
わ
れ
る
平
和
祈
念
式

典
に
平
和
使
節
団
の
派
遣
な
ど
の

平
和
事
業
に
取
り
組
み
な
が
ら
、

広
く
市
民
の
皆
様
に
平
和
の
尊
さ

を
訴
え
、
悲
惨
な
戦
争
の
記
憶
を

風
化
さ
せ
な
い
た
め
の
一
助
に
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

〈
教
育
長
〉

　

社
会
科
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の

身
近
な
地
域
の
方
を
講
師
に
迎
え
、

戦
争
中
の
生
活
体
験
な
ど
の
お
話

を
聞
く
機
会
を
、
昨
年
度
は
六
つ

の
小
学
校
で
設
け
て
い
る
。
国
語

科
教
材
の
中
に
は
、
戦
争
を
テ
ー

マ
と
し
た
題
材
が
小
学
校
四
年
、

六
年
と
中
学
校
の
各
学
年
に
組
み

込
ま
れ
て
い
る
。

　
（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

二　

合
併
後
の
市
の
あ
り
方
に
つ

い
て

〈
質
問
〉

　

本
市
に
お
け
る
下
水
道
事
業
は
、

昭
和
四
十
一
年
に
中
心
市
街
地
か

ら
整
備
が
開
始
さ
れ
た
と
聞
い
て

い
る
。
既
に
四
十
年
が
経
過
し
て

い
る
が
、
未
だ
に
下
水
道
の
使
用

見
通
し
の
な
い
地
区
も
あ
り
、
地

区
間
の
格
差
が
顕
在
し
て
い
る
。

す
べ
て
の
国
民
が
文
化
的
な
生
活

を
営
む
上
で
、
必
要
不
可
欠
な
社

会
資
本
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
市

に
お
け
る
上
・
下
水
道
整
備
現
況

と
未
整
備
地
区
の
整
備
計
画
に
つ

矢口　　清　議員

上
・
下
水
道
の
整
備
現
況
と

整
備
計
画
に
つ
い
て

い
て
伺
う
。

〈
水
道
部
長
〉

　

上
水
道
の
普
及
率
は
、
平
成

十
七
年
度
末
で
、
人
口
普
及
率
で

九
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
配

水
管
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
土
浦

地
区
の
市
街
化
調
整
区
域
の
一
部

を
除
き
、
ほ
ぼ
全
域
に
普
及
し
て

い
る
。
給
水
整
備
計
画
に
つ
い
て

は
、
給
水
要
望
者
に
対
し
給
水
時

期
の
意
向
を
確
認
し
、
直
ぐ
に
接

続
可
能
な
管
路
や
、
安
心
・
安
全

な
水
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め

の
相
互
連
絡
管
路
な
ど
を
重
点
的

に
整
備
し
て
ま
い
り
た
い
。

〈
建
設
部
長
〉

　

下
水
道
の
整
備
状
況
は
、
平
成

十
七
年
度
末
で
、
土
浦
地
区
が
約

七
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
新
治
地
区

で
約
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
、
両
地
区

合
わ
せ
る
と
、
約
七
十
四
パ
ー
セ

ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
整
備
計
画

に
つ
い
て
は
、
①
一
人
当
た
り
に

か
か
る
事
業
費
な
ど
の
費
用
対
効

果
、
②
区
域
内
に
お
け
る
公
共
機

関
の
有
無
、
③
工
事
の
容
易
性
、

④
水
洗
化
利
用
の
促
進
、
な
ど
の

観
点
か
ら
、
需
要
効
果
等
を
精
査

し
、
国
庫
補
助
金
な
ど
の
財
源
確

保
に
努
め
な
が
ら
、
工
事
費
な
ど

の
コ
ス
ト
縮
減
を
図
り
、
年
次
計

画
に
よ
り
積
極
的
に
整
備
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
。
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